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Silver stained nucleolar organizer region (Ag-NOR) patterns as well as routine Giemsa stained karyotypes of
Tanakia himantegus himantegus and Rhodeus ocellatus ocellatus from Lake Jinlong (Taipei Prefecture)，Lake
Meihua (Yilan Prefecture) and Lake Dapo (Taitung Prefecture) in Taiwan were described.  T. himantegus
himantegus had 48 chromosomes (2n), consisting 8 metacentric (M), 20 submetacentric (SM), 18
subtelocentric (ST) and 2 acrocentric (A) chromosomes.  Ag-NORs were found to be located on the short arms
of the largest ST chromosome pair.  R. ocellatus ocellatus had 48 chromosomes (2n), consisting 8 M, 20 SM
and 20 ST chromosomes.  Ag-NORs were found to be located on the short arms of the smallest ST
































また，銀染色法（Howell と Black, 1980)7）により染色体上の核小体形成部位（NOR）のパターンに
ついて分析を行った。
結果および考察





R. ocellatus ocellatus の染色体構成は2n=48（8M + 20SM + 20ST）で，Ag-NORsは最も小さなST染
色体の短腕部に認められた（Fig. 1b）。銀染色で濃染される染色体は，すべての個体で2n当たり最大
2本であった。これは Uedaら（2001)9）の報告と同様であった。
T. himantegus himantegus と R. ocellatus ocellatus では Ag-NORs を持つ染色体に違いが認められた。
NORs の多様はタナゴ類では一般的な現象に見える（Takai と Ojima, 1986 10）; Ueda ら，1996 11）;
2001 9）; 2006 ８）; 2007 12）; Sola ら，2003 13）。本論では認められなかったが，種内・亜種内において
もしばしば変異が認められている。
NORs の検出に銀あるいはクロモマイシンA3 染色による分析が正確さに欠くという指摘もあるこ












DNA分析から，台湾および中国に生息する T. himantegus himantegus および T. himantegus chii と韓
国に生息するT. signifer がこのミヤコタナゴと近縁種であることが分かっている（Okazaki ら，
2001)1）。近縁種が生息する環境は，自然・生活環境が類似していると考えられる。類縁関係を明確に
してミヤコタナゴの起源と環境特性を解明することは環境保全策を講じる上で重要である。今回，3
っつの湖いずれからも T. himantegus himantegus と R. ocellatus ocellatus の2亜種が採集され，どちら
の亜種も個体数は豊かであるように見えた。一般的に R. ocellatus ocellatus はタナゴ類の中では繁殖
力が強く，何らかの事情で侵入した　R. ocellatus ocellatus が在来のタナゴ類の生息を脅かしているよ
Fig. 1.  Silver stained metaphase figures of Tanakia himantegus himantegus (a) and Rhodeus ocellatus
ocellatus (b).  Arrows indicate Ag-NORs.
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うに見られる例も良く聞かされる。金龍湖での頻繁の採集・調査では，T. himantegus himantegus が減
少傾向にあるようには見受けられず（Chang と Shao，私信），両亜種が共存しているように思え，大
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himantegus himantegus および Rhodeus ocellatus ocellatus について，通常のギムザ染色による核型に加
えて銀染色による核小体形成部位のパターンが分析された。T. himantegus himantegus の染色体構成は
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2n=48（8M + 20SM + 18ST + 2A）で，銀染色の濃染（Ag-NORs）は，最も大きなST染色体の短腕
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